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「美ココロ・パートナーシップ事業」 

１．教室へ入れない児童・生徒への支援 

〇適応指導教室での不登校児童・生徒への芸術体験活動の支援 

〇学校内の別室登校児童・生徒への芸術体験活動の支援 

びわ湖ホール 「ホールの子」事業（コンサート鑑賞）  

陶芸家と粘土体験、「鳥獣人物戯画」を題材に模写体験 

自分で作ったお茶碗を使って「おもてなしのお茶会」体験 

美術館教育プログラム、音楽家との音楽体験プログラムなど 

２、若手芸術家を育成・派遣 

〇若手芸術家を学校の芸術体験活動に積極的に派遣し、講師の育成を支援しています。 

 

 

 

 

文化芸術連携授業における主な連携先 （平成 30年度実績より） 

滋賀県立陶芸の森 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール 滋賀県立近代美術館 

滋賀県立文化産業交流会館 ＭＩＨＯ ＭＵＳＥＵＭ  

公益財団法人平和堂財団  

さまざまなジャンルの音楽家、美術家、陶芸家、茶道家、染色家、写真家 など 

滋賀の教師塾（塾生のボランティア参加） 滋賀大学教育学部 

京都橘大学 

龍谷大学エクステンションセンター（学生団体・サークルの参加） 

立命館大学学生オフイス(学生団体・サークルの参加) 

守山市文化体育振興事業団（守山市民ホール、大庄屋諏訪家屋敷） 

問い合わせ先 

滋賀次世代文化芸術センター 

〒520-0044 大津市京町四丁目 3-28 滋賀県厚生会館本館 2階 

TEL 077-522-6336 FAX 077-526-5033 

E-mail info.bcosapo@silk.ocn.ne.jp 

《センターの文化芸術連携授業の特色》 
☆中心は学校・丸投げ型の連携はしない 

事前の打合せで授業のねらいを伺い、講師間で共通

理解します。 

☆文化施設や芸術家とのネットワーク 

県立文化施設、芸術家、企業、大学とのネットワー

クを活かし、様々な学習の要望に対応します。 

☆経験豊かなコーディネーターの存在 

授業の全体を把握して総合的に関わり、子どもたち

が授業を通じて個々に達成感を持てるよう最大の

配慮をします。 

☆スタッフの細やかなサポート 

課題を抱えている子どもたちへのサポートには細

やかな支援で対応します。 

教室に入れない児童・生徒たちの

元へアート体験プログラムを届

けます。一人の児童・生徒に対し

ても対応をいたします。学芸員、

芸術家とセンターコーディネー

ターが伺います。いつでも、セン

ターへご相談ください。 


